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テ
ニ
ス
の
シ
ョ
ッ
ト
を
即

時
に
分
析
す
る
セ
ン
サ
ー
の

開
発
に
、
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所

長
の
佐
藤
雅
幸
経
済
学
部
教

授
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
論
）
と

同
所
員
の
久
木
留
毅
文
学
部

教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
情
報
戦
略

論
）
が
協
力
、
完
成
し
た
商

品
が
５
月
３１
日
に
全
国
発
売

さ
れ
た
。
産
学
連
携
に
よ
る

成
果
で
「
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
の
テ
ニ
ス
界
の
発
展
に

つ
な
げ
た
い
」（
佐
藤
教
授
）

と
夢
が
膨
ら
む
。

商
品
は
、ソ
ニ
ー
の「
ス
マ

ー
ト
テ
ニ
ス
セ
ン
サ
ー
」（
１

万
８
０
０
０
円
∥
税
別
）。振

動
と
加
速
度
を
感
知
す
る
２

つ
の
セ
ン
サ
ー
が
、
ラ
ケ
ッ

ト
が
ボ
ー
ル
を
捉
え
た
位
置

や
ス
イ
ン
グ
の
ス
ピ
ー
ド
、

打
球
の
初
速
や
回
転
な
ど
を

記
録
。
接
続
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
無
線
で
デ
ー
タ
を
飛
ば

し
、１
球
ご
と
に
解
析
す
る
。

端
末
に
保
存
さ
れ
た
映
像

と
照
合
さ
せ
れ
ば
、
フ
ォ
ー

ム
を
見
な
が
ら
シ
ョ
ッ
ト
の

確
認
が
で
き
る
。
直
径
約
３

㌢
、
重
さ
８
㌘
で
脱
着
が
自

在
。
対
応
す
る
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

製
ラ
ケ
ッ
ト
の
グ
リ
ッ
プ
エ

ン
ド
に
装
着
し
て
使
う
。

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
商
品

化
が
初
の
ソ
ニ
ー
は
、
Ｊ
Ｏ

Ｃ
（
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
）
で
情
報
戦
略
部
会
長

な
ど
を
務
め
海
外
の
ス
ポ
ー

ツ
界
の
実
情
に
詳
し
い
久
木

留
教
授
に
２
年
前
、
需
要
や

市
場
性
に
つ
い
て
相
談
し

た
。
久
木
留
教
授
は
「
い
ま

や
勝
利
の
決
め
手
は
デ
ー
タ

の
『
可
視
化
』
と
『
即
時
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
』
。
各
国
が

金
メ
ダ
ル
を
狙
う
競
技
で

は
、
同
様
の
シ
ス
テ
ム
が
数

多
く
導
入
さ
れ
て
い
る
」
と

助
言
し
た
。

佐
藤
教
授
は
、
テ
ニ
ス
の

コ
ー
チ
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
科

学
の
見
地
か
ら
、
セ
ン
サ
ー

の
測
定
精
度
や
現
場
で
の
使

い
方
に
つ
い
て
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
。

次
男
の
文
平
さ
ん
は
昨
年
の

全
日
本
選
手
権
の
ダ
ブ
ル
ス

で
優
勝
し
た
プ
ロ
選
手
。

「
授
業
で
学
生
に
使
わ
せ

た
ら
『
面
白
い
』
と
歓
声
が

わ
き
、
予
想
以
上
の
反
響
だ

っ
た
。
プ
ロ
か
ら
愛
好
者
ま

で
、
さ
ら
に
コ
ー
チ
に
も
利

用
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
今
後
も
役
立
つ
デ
ー
タ

を
提
供
し
て
い
く
」
と
佐
藤

教
授
は
話
す
。

ソ
ニ
ー
・
シ
ス
テ
ム
研
究

開
発
本
部
の
シ
ニ
ア
サ
ウ
ン

ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
山
下
功
誠

さ
ん
は
「
Ａ
Ｖ
機
器
で
培
っ

た
音
響
振
動
解
析
技
術
を
打

球
の
分
析
に
応
用
し
た
。
技

術
に
自
信
は
あ
る
が
、
有
望

な
商
品
な
の
か
判
断
す
る
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

い
た
」
と
両
教
授
の
貢
献
を

語
る
。
オ
ー
デ
ィ
オ
、
ビ
デ

オ
、
ゲ
ー
ム
分
野
に
加
え
、

ス
ポ
ー
ツ
関
連
商
品
も
柱
に

し
た
い
考
え
だ
。

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
は
同
セ
ン
サ

ー
が
装
着
可
能
な
ラ
ケ
ッ
ト

を
６
機
種
新
発
売
。
既
存
の

５
機
種
で
も
部
品
交
換
サ
ー

ビ
ス
（
２
０
０
０
円
、
同
）

を
行
っ
て
い
る
。

学生の皆さんは中学や高校の英語の

授業から「正しい英語」というものが

あるという幻想を抱かされていて、な

かなか英語が話せないようです。学校

の英語では標準英語の用法を学習する

ために、三人称単数

現在形のエスが必要

です。しかし、三単現のエスだけを用

いている方言は少数派です。イースト

・アングリア方言、アメリカの黒人英

語、カリブ英語では、現在形はすべて

の人称で原形のままです。逆にバーク

シャー方言では、すべての人称でエス

がつきます。

スコットランドの伝統料理「ハギ

ス」は、マッシュしたカブとジャガイ

モを一緒に食べます。写真のハギスは

グラスゴーにある有名レストランのも

ので、羊肉ではなくシカ肉を使ってい

ます。スコットランドではこの料理を

「ハギス・ニープス・アンド・タティ

ーズ」と呼びます。そう、スコットラ

ンドではジャガイモは potato ではな

く、tattie なのです。

言語は常に変化しています。日本語

でもよく用いられるようになった語の

アクセントは無くなります（「映画」

「音楽」）。５世紀頃

の「西ゲルマン語」

という言語が、英語やドイツ語に分化

しました。言語は使用されることによ

ってコミュニティーごとに変化しま

す。その単位は二人から始まります。

実は家族や仲間という集団ごとに方言

は異なります。ですから、全く同じ言

語を話すヒトなど一人もいないので

す。ましてや正しい英語などというも

のはありません。文法ばかりを気にせ

ずに英語を話しましょう。

※短縮版。全文は CALL 教室ホームペ

ージで。

外
国
語
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
（C

o

m
p
u
t
e
r

A
s
s
i
s
t
e
d

L
a

n
g
u
a
g
e

L
e
a
r
n
i
n
g

）
で

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活

用
に
よ
っ
て
、
耳
と
口
と
手

足
を
フ
ル
活
用
し
な
が
ら
効

果
的
に
「
話
す
」
「
聞
く
」

「
考
え
る
」学
習
が
で
き
る
。

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
で
の
授
業

は
も
ち
ろ
ん
、
自
習
室
で
も

オ
ー
デ
ィ
オ
・
ビ
デ
オ
類
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
豊
富
な
教

材
を
自
由
に
使
っ
て
学
習
す

る
こ
と
で
、
語
学
ス
キ
ル
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。
各
人

に
適
し
た
自
習
方
法
を
見
つ

け
る
こ
と
が
大
切
だ
。

寺
尾
格
外
国
語
研
究
室
長

（
経
済
学
部
教
授
、
ド
イ
ツ

語
）は「
機
器
を
上
手
に
使
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
語
学
の
学
習
効
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

多
く
の
学
生
に
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
。
白
倉
茜
さ
ん
（
文
学
部

英
語
英
米
文
学
科
３
年
）
と

濱
野
康
太
さ
ん（
同
）は
授
業

の
合
間
に
同
自
習
室
で
勉
強

に
励
む
。二
人
と
も「
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
の
点
数
を
上
げ
た
い
」

と
教
材
を
フ
ル
活
用
し
て
い

る
。
濱
野
さ
ん
は
「
英
検
な

ど
『
過
去
問
』
が
置
い
て
あ

る
の
が
う
れ
し
い
」
と
学
習

効
果
を
話
す
。

人
文
科
学
研
究
所

「
第
１
回
公
開
講
演
会
」

▽
日
時
∥
６
月
２７
日（
金
）１４

時
～
▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
１０
号
館
１
０
１
０
１
教

室
▽
テ
ー
マ
・
講
師
∥「『
風

と
共
に
去
り
ぬ
』
の『
南
部
』

群
像
」荒
こ
の
み
氏（
東
京
外

国
語
大
学
名
誉
教
授
）
ほ
か

「
第
２
回
公
開
講
演
会
」

▽
日
時
∥
７
月
２６
日
（
土
）

１４
時
～
▽
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１０
号
館
１
０
１
０
２
教
室
▽

テ
ー
マ
・
講
師
∥
「
ア
ニ
メ

は
認
知
症
を
ど
の
よ
う
に
描

く
の
か
『
し
わ
』
を
め
ぐ
っ

て
」
米
村
み
ゆ
き
文
学
部
准

教
授
ほ
か


人
文
科
学
研
究
所
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
０
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
４
・
９
０
０
・

７
８
３
６
（
電
話
は
火
曜
日

の
み
）

文
学
部
英
語
英
米
文
学
科
公

開
セ
ミ
ナ
ー
「
高
校
生
の
た

め
の
英
語
学
習
法
」

▽
日
時
∥
７
月
１２
日
（
土
）

９
時
５０
分
～
▽
場
所
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
１０
号
館
１
０
２

１
４
教
室
、
１
０
２
１
５
教

室
▽
対
象
∥
高
校
生
※
無

料
、
要
申
し
込
み
▽
講
師
∥

田
邉
祐
司
教
授
／
ロ
ン
コ
ー

プ,
ピ
ー
タ
ー

D.
准
教
授


学
長
室
企
画
課
「
高
校
生

の
た
め
の
英
語
学
習
法
」
係

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２

５
２

第
９
回
高
校
生
の
た
め
の
経

営
学
実
践
講
座

▽
日
時
∥
８
月
３
日
（
日
）

１０
時
３０
分
～
▽
場
所
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
１０
号
館
１
０
３

１
５
教
室
▽
対
象
∥
高
校
生

※
参
加
費
無
料
▽
申
し
込
み

締
め
切
り
∥
７
月

２１

日

（
月
）


経
営
学
部
「
公
開
講
座
」

係
☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１

２
５
６

雇
用
と
生
活
の
転
換

―
日
本
社
会
の
構
造
変
化
を

踏
ま
え
て

町
田
俊
彦
編

「
雇
用
を
め
ぐ
る
新
た
な

問
題
領
域
」
を
テ
ー
マ
に
報

告
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

２
０
１
２
年
の
「
政
策
科
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
大
学
院

経
済
学
研
究
科
主
催
）
。
本

書
は
こ
の
時
の
報
告
者
を
中

心
に
、
経
済
学
部
の
「
福
祉

と
環
境
コ
ー
ス
」
に
所
属
す

る
７
教
員
に
よ
る
共
著
。
同

コ
ー
ス
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
「
生
活
の
質
」を
視
点
に
、

労
働
、
社
会
政
策
、
日
本
経

済
、
財
政
な
ど
専
門
分
野
を

中
心
に
執
筆
し
て
い
る
。

日
独
を
比
較
し
た
第
１

章
、
東
日
本
大
震
災
後
の
動

向
を
分
析
し
た
第
２
章
を
総

論
と
し
、
第
３
章
以
降
は
各

論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
２

０
０
０
年
代
の
日
本
に
お
け

る
労
働
と
生
活
を
め
ぐ
る
構

造
変
化
の
動
向
に
つ
い
て
考

察
し
た
成
果
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
（
専
大
出
版
局
・

本
体
１
７
０
０
円
＋
税
）

著
者
∥
町
田
俊
彦
教
授

（
第
１
章
）
／
宮
嵜
晃
臣
教

授
（
第
２
章
）
／
高
橋
祐
吉

教
授
（
第
３
章
）
／
鈴
木
奈

穂
美
准
教
授
（
第
４
章
）
／

小
池
隆
生
准
教
授
（
第
５

章
）
／
兵
頭
淳
史
教
授
（
第

６
章
）
／
内
山
哲
朗
教
授（
第

７
章
）

編
者
（
ま
ち
だ
・
と
し
ひ

こ
）
経
済
学
部
教
授
。
担
当

は
財
政
学
。

メ
ソ
ア
メ
リ
カ
を
知
る
た
め

の
５８
章

井
上
幸
孝
編
著

本
書
は
、
メ
ソ
ア
メ
リ
カ

（
メ
キ
シ
コ
か
ら
中
米
に
か

け
て
の
文
化
圏
）
の
先
住
民

文
化
に
つ
い
て
の
最
新
の
入

門
書
で
あ
る
。

第
Ｉ
～
Ⅲ
部
は
、
マ
ヤ
や

ア
ス
テ
カ
の
ほ
か
、
オ
ル
メ

カ
、
サ
ポ
テ
カ
な
ど
、
メ
ソ

ア
メ
リ
カ
各
地
の
古
代
文
明

を
時
代
・
地
域
に
沿
っ
て
叙

述
し
、
第
Ⅳ
、
Ｖ
部
は
こ
れ

ら
古
代
文
明
の
文
化
的
諸
側

面
を
取
り
上
げ
る
。
続
く
第

Ⅵ
～
Ⅸ
部
で
は
、
ス
ペ
イ
ン

人
に
よ
る
征
服
、
植
民
地
時

代
、
さ
ら
に
は
国
家
独
立
か

ら
現
代
ま
で
、
先
住
民
文
化

の
歩
み
を
追
う
。

本
書
の
特
色
は
、
メ
ソ
ア

メ
リ
カ
古
代
文
明
に
つ
い
て

の
概
説
書
で
あ
る
と
同
時

に
、
現
代
先
住
民
文
化
と
そ

の
成
り
立
ち
ま
で
を
視
野
に

入
れ
た
点
に
あ
る
。
ま
た
、

「
国
」
の
単
位
で
括
っ
た
も

の
が
多
い
本
シ
リ
ー
ズ
に
お

い
て
、
「
文
化
圏
」
を
括
り

と
し
た
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。
（
明
石
書
店
・
本
体
２

０
０
０
円
＋
税
）

編
著
者
（
い
の
う
え
・
ゆ

き
た
か
）
∥
文
学
部
准
教

授
。
主
な
担
当
科
目
は
「
中

南
米
の
文
化
と
歴
史
」、「
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
化
論
」。

▲ Haggis, neeps & tatties

「
ス
マ
ー
ト
テ
ニ
ス
セ
ン
サ
ー
」商
品
開
発
に
協
力

佐
藤
雅
幸
教
授

久
木
留
毅
教
授

▲ 左から佐藤教授、久木留教授、スマートテニスセン

サーを装着したラケットで説明するソニーの山下氏

プレーヤーのショットを即時分析プレーヤーのショットを即時分析

「三単現のエス」幻想

▶

直
径
約
３
㌢
、
重
さ
８
㌘
の
ス
マ

ー
ト
テ
ニ
ス
セ
ン
サ
ー
（
ヨ
ネ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

文学部教授

ー●３０●ー

英 語

▼ 動画撮影で練習フォームをチェック

（ヨネックスホームページから）

三浦 弘

公
開
講
座
情
報

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
語
学
の
達
人
を
目
指
そ
う

▲ パソコンを使っての授業

ＣＡＬＬ教室のすすめ

▲ 自習室で

▲ ドイツ語の発音を

説明する寺尾教授

（４）２０１４年（平成２６年）６月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５２５号


